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昭和町長

泉幸弘

明
け
ま
し
て
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

D

平
成
十
年
の
輝
か
し
い
新

春
を
迎
え
て
、
皆
様
方
に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

緩
や
か
な
が
ら
我
が
国
の
景
気
も
回
復
の
方
向
と
言
わ
れ
な
が
ら
判
然
と
し
な
い
中
で
平
成
十
年
の
新
春
を
迎
え
ま
し
た
。

昨
年
を
振
り
か
え
っ
て
見
る
と
き
、
国
に
お
い
て
は
橋
本
内
閣
の
主
要
施
策
で
あ
る
行
財
政
改
革
や
中
央
省
庁
の
再
編
等
重
要

課
題
を
中
心
と
し
た
行
財
政
改
革
案
審
議
が
行
わ
れ
、
山
一
証
券
自
主
廃
業
を
は
じ
め
と
し
た
四
大
証
券
不
祥
事
件
等
政
治
経
済

の
変
動
の
中
で
新
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
新
し
い
平
成
十
年
は
国
が
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
、
規
制
緩
和
や
土
地
取
引
の
活
性
化

等
を
中
心
に
い
く
つ
か
の
施
策
を
発
表
し
低
迷
す
る
景
気
浮
揚
を
は
か
る
事
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
私
は
近
く
政
府
の
方
針

が
決
ま
る
行
財
政
改
革、

地
方
分
権
等
の
内
容
や
平
成
十
年
度
国
の
予
算
案
を
充
分
見
極
め
な
が
ら
、
昭
和
町
の
人
達
が
充
実
し

た
環
境
の
中
で
健
康
で
平
和
な
生
活
が
で
き
、
近
く
到
来
す
る
二
十
一
世
紀
の
時
代
に
対
応
で
き
る
各
種
の
施
策
と
事
業
を
進
め

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
本
年
は
昨
年
末
に
完
成
し
た
押
原
児
童
館
増
設
に
よ
り
更
に
町
内
児
童
の
ゆ
と
り
あ
る
健
全
育
成
の
場
と
し
て
活
用
を
は

か
る
外
、
児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
保
育
行
政
の
内
容
が
変
わ
る
こ
と
を
前
提
と
し
児
童
福
祉
の
充
実
と
円
滑
運
営
と
併
せ
幼

児
児
童
の
健
全
育
成
に
努
め
、
昨
年
開
館
し
た
町
民
総
合
体
育
館
を
拠
点
に
社
会
体
育
と
青
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
の
よ
り

一
層
推
進

に
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
新
時
代
へ
の
環
境
基
盤
づ
く
り
と
し
て
行
っ
て
い
る
西
条

一
区
の
区
画
整
理
も
そ
の
核
と

な
る
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
の
出
庖
計
画
も
大
庖
法
の
手
続
き
も
見
通
し
が
つ
き
本
年
前
期
着
工
出
来
る
様
事
業
の
推
進
を
は
か
り
、

河
西
地
区
も
幹
線
道
路
と
県
道
の
接
続
工
事
と
未
処
理
分
保
留
地
の
処
分
を
含
め
完
了
さ
せ
る
様
努
力
し
、
町
内
予
定
箇
所
の
下

水
道
事
業
を
推
進
し
、
総
合
体
育
館
に
通
ず
る
西
条
地
区
よ
り
押
越
町
道
三
号
線
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
道
路
の
新
設
改
良
に
着

手
す
る
外
計
画
中
の
街
路
事
業
や
各
幹
線
道
路
の
整
備
を
引
き
続
い
て
行
う
ほ
か
、
公
的
介
護
保
険
の
実
施
を
予
測
し
て
の
老
人

福
祉
対
策
、
乳
幼
児
か
ら
老
人
に
至
る
町
民
健
康
管
理
事
業
、
小
学
校
等
公
共
施
設
の
耐
震
診
断
結
果
に
基
づ
く
各
施
設
改
築
計

画
設
定
、
ゆ
と
り
あ
る
学
校
教
育
、
生
涯
教
育
等
各
種
の
施
策
や
事
業
を
進
め
、
又
昨
年
よ
り
施
行
さ
れ
た
空
き
缶
、
空
き
瓶
等

を
は
じ
め
と
す
る
分
別
収
集
を
現
在
建
設
中
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
完
成
と
併
せ
て
よ
り
強
力
に
行
い
資
源
の
再
利
用

を
含
め
町
内
環
境
美
化
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
又
変
化
す
る
社
会
に
対
処
し
た
施
策
や
事
業
な
ど
も
今
後
の
景
気
の
動
向
、
町
財

政
の
推
移
等
を
見
な
が
ら
効
率
的
に
行
い
、
町
民
の
皆
様
が
良
い
環
境
の
も
と
で
日
常
生
活
が
で
き
、
住
ん
で
ほ
ん
と
う
に
良
か

っ
た
と
思
う
よ
う
な
町
づ
く
り
に
更
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
よ
り

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈

り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

の

〆

平成10.1.1②

IIb-Y 

昭和町議会議長

佐野精一

しょうわ

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

D

町
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ご
健
勝
に
て
よ
い
お
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
四
月
か
ら
の
消
費
税
の
二
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
上

げ
、
所
得
税
特
別
減
税
の
打
ち
切
り
、
九
月
か
ら
の
医
療
費
の
自
己
負
担
増
等
の
医

療
制
度
改
正
が
な
さ
れ
、
個
人
消
費
は
落
ち
込
み
、
さ
ら
に
は
証
券

・
金
融
機
関
の

不
祥
事
に
端
を
発
し
、
山

一
証
券
を
始
め
と
し
た
金
融
機
関
の
破
た
ん
等
、
景
気
の

先
行
き
に
対
す
る
不
安
が
広
が
っ
た

一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

国
に
お
い
て
は

赤
字
国
債
依
存
か
ら
の
脱
却
を
目
標
に
、
財
政
構
造
改
革
や
、
中
央
省
庁
の
再
編
、

さ
ら
に
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
の
景
気
浮
揚
策
へ
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
特
に
、
各
自
治
体
に
直
接
関
わ
る
地
方
分
権
問
題
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
四
回
に
わ
た

っ
て
の
勧
告
が
な
さ
れ
、
今
年
度
は
推
進
計
画
が
作
成
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
今
後
の
計
画
に
添
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
が
は
っ
き
り
と
し

た
理
念
と
計
画
を
持
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
町
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
く
か
、
市
町
村

の
姿
勢
が
こ
れ
か
ら
関
わ
れ
て
ま
い
り
ま
す
。
私
共
議
会
の
立
場
か
ら
、
さ
ら
な
る

議
会
の
活
性
化
や
チ

ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て
の
機
能
の
強
化
等
、
地
方
分
権
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
体
制
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
る
と
と
も
に
、
本
年
も
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
街
路
整
備
や
下
水
道
事
業
等
の
基
盤
整
備
を
は
じ
め
、
児
童

・
高
齢
者
福
祉
対
策
、

教
育
問
題
、
さ
ら
に
環
境
問
題
等
、
町
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
鋭
意
努
力
し
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
行
し
非
常
に
厳
し
い
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
共
議

会
人
と
し
て
今
後
さ
ら
に
創
意
工
夫
を
重
ね
、
町
民
の
皆
様
方
の
ご
期
待
に
応
え
る

よ
う
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
・
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
に
て
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
待
望
の
総
合
体
育
館
が
三
月
に
完
成
し
、
ス
ポ
ー
ツ

の
殿
堂
と
し
て
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
ふ
れ
あ
う
町
民
の
交
流
の
場
と
し
て
大

い
に
活
用
さ
れ
て
お
る
こ
と
は
喜
び
に
た
え
ま
せ
ん
。

ま
た
、
押
原
中
学
校
に
お
い
て
は
、
昨
年
十

一
月
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
る
と
い

う
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
二
十
二
年
か
ら
戦
後
の
厳
し
い
時
代
を

乗
り
越
え
て
半
世
紀
が
過
ぎ
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
時
代
の
中

で
中
学
校
教
育
が
よ
り
一
層
充
実
発
展
す
る
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
教
育
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生
し
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
特
に
、
神
戸
の
中
学
生
の
痛
ま
し
い
事
件
を
は
じ

め
と
す
る
、
い
じ
め
や
不
登
校
、
薬
物
乱
用
等
多
く
の
事
件
が
発
生
し
、
教
育
環
境

に
と
っ
て
は
極
め
て
厳
し
い
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
幸
い
、
本
町
に
お
い
て
は
、

特
に
大
き
な
問
題
も
な
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昨
年
、
一
昨
年
と
実
施
さ

れ
ま
し
た
学
校
道
徳
教
育
推
進
事
業
に
見
ら
れ
る
通
り
、
地
域
ぐ
る
み
の
と
り
く
み

の
成
果
の
表
れ
と
喜
ん
で
い
ま
す
が
、
本
年
も
青
少
年
の
健
全
育
成
に
な
お

一
層
の

お
力
添
え
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

社
会
教
育
の
面
で
は
、
本
町
の
特
色
を
活
か
し
た
生
涯
学
習
体
制
が
整
い
、
文
化

協
会
、
体
育
協
会
ま
た
グ
ル
ー
プ
サ
ー
ク
ル
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

更
な
る
生
涯
学
習
社
会
を
目
指
し
て
の

一
層
の
ご
活
躍
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
も
教
育
問
題
は
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
教
育
行
政
に
寄
せ
る
町
民
の

み
な
さ
ま
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

いつまで6

ぞiz，が~11 
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住んでふたいま多、

往ぷ続げたいま多、

噂業
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生け垣推進補助制度
「青空と緑と産業の町J

昭和町にふさわしい緑の生け垣づくりを

あなたの家でもはじめてみませんか O

昭和町では、新たに生け垣を作る計画をお持ちの方、

又すでに建てである塀ーなどを取りこわして生け垣を

作りたいとお考えの方に、助成金を交付して

緑あふれる街づくりを推進しています。

住宅用地の公道に面した部分に新たに設置するものであること O

生 け垣 の延長が 5メ ートル以上であること O

樹木の間隔は 1メートルごとに 3本以上で、樹高が1.2メートル

以上、枝幅が0.3メートル以上であること O

樹 木 の 幹を道水路の境界線から概ね0.5メートル以上離すこと D

1

2

3

 

補助額等のおたずね、ご相談、助成の申し込みは

都市計画課 75-2111まで。

4 

~ 

災
害
時
の
応
援
協
定
を
結
ぶ

梨山

岡

日
月
U
日
に
、
中
巨
摩
東
部
5
町
(
敷
島
、

竜
王
、
昭
和
、
田
富
、
玉
穂
)
と
静
岡
県

の
相
良
・
御
前
崎
の
両
町
と
の
閏
で
、
災

害
時
の
応
援
協
定
が
結
ば
れ
ま
し
た
。

協定締結記念として作ら

れた相良町の伝統工芸品

相良凧

静

調
印
式
に
は
、

7
町
の
町
長
を
は
じ

め
、
町
議
会
議
長
、
防
災
担
当
者
ら
が

出
席
し
、
各
町
長
が
協
定
書
に
署
名
を

し
ま
し
た
。

|
|
協
定
の
内
容
|
|

災
害
応
急
措
置
や
応
急
復
旧
に
必
要
な

①
資
機
材
や
生
活
必
需
品
な
ど
物
資
の

提
供
。

②
車
両
等
の
貸
与

③
職
員
等
の
派
遣

④
そ
れ
以
外
に
特
に
要
請
の
あ
っ
た
場

合
の
応
援
。

ー
ー

な
ど
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

昭
和
町
で
は
企
画
行
政
課
が
担
当
し

て
、
災
害
時
に
相
互
の
連
絡
を
す
る
ほ

か
、
地
域
防
災
に
関
す
る
情
報
も
相
互

に
交
換
し
て
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め

に
備
え
て
い
き
ま
す
。

平成10.1.1CD 

lflの募金
¥I 

ご
協
力
の
お
礼

しょうわ広報

「緑
の
募
金
」
は
、
地
域
の
緑
づ
く

り
事
業
、
健
全
な
森
林
づ
く
り
運
動
な

ど
、
様
々
な
緑
化
推
進
事
業
に
広
く
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
趣
旨
の
も
と
、

各
区
を
と
お
し
て
募
金
を
お
願
い
い
た

し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
町
民
の
皆
様
方
に

は
多
く
の
ご
賛
同
を
得
て
、
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
募
金
は
、
社

会
福
祉
施
設
の
緑
化
事
業
や
水
源
林
保

護
等
の
緑
化
事
業
に
広
く
活
用
さ
れ
ま

す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

募
金
金
額

5
1
2
、
4
6
5
円
(
ロ
地
区
家
庭
募
金
)

6
、
0
8
8
円
(
学
校
等
窓
口
募
金
)

合
計5

1
8
、
5
5
3
円



はばたけ
未来に

成
人
お
め
で
と
う

間
人
が
我
、
が
道
を
歩
き
は
じ
め

1
月
日
日
は
、
成
人
の
日
。
こ
の
日

は
、
大
人
の
仲
間
入
り
を
す
る
「
は
た

ち
」
の
み
な
さ
ん
を
励
ま
す
日
で
す
。

本
町
で
も
こ
の
日
、
総
合
会
館
に
お
い

て
成
人
式
を
行
い
ま
す
。
今
年
、
輝
か

し
い
「
は
た
ち
」
の
門
出
を
迎
え
る
み

な
さ
ん
は
次
の
人
た
ち
で
す
。

な
お
、
該
当
者
は
昭
和
白
年
4
月
2

日
か
ら
同
日
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
、

①
本
町
に
住
所
の
あ
る
人

及
び
押
原
中
(
清
水
新
居
区
は
南
西
中

・
富
竹
中
)
を
卒
業
し
た
人
、
②
学
校

や
仕
事
の
関
係
で
町
外
に
住
所
の
あ
る

人
(
家
族
の
住
所
は
本
町
に
あ
る
こ
と
)

で
す
。
ま
た
、
以
前
本
町
に
住
ん
で
い

た
人
や
外
国
人
で
も
希
望
に
よ
り
参
加

い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
(
お
|
3
7
3
7
)
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

成
人
者
名
簿

(平成 9年度成人式から)

!-，向 真保深野志木河 小岡岡石井井;;

i山野坂沢沢村 下 西目田 川 i華日空
17正大勇 恵真晃裕 明 祥直浩雅巳

手 一 介児美紀一郎憲生渚治樹二斗

森

田

あ

い

子

谷

田

部

佳

代

中

込

裕

二

(西
条
二
区
)

秋

‘

山

志

穂

井

口

友

美

子

井

口

哲

也

石

川

典

弘

石

川

将

之

石

川

良

彦

伊

藤

枝

美

伊

藤

勝

啓

上

杉

英

也

遠

藤

真

琴

キ
ュ

ト
ク

ロ
サ
ン
ゲ
ラ

河

西

絵

美
子

春

日

介

窪

寺

恵

小

林

綾

小

松

理

恵

佐

野

卓

美

清

水

裕

士

白

倉

和

也

高

野

昭

仁

高

柳

直

哉

滝

口

正

樹

都

築

絵

里

香

都

築

隆

広

中

曽

根

康

丈

橋

本

知

左

子

深

津

利

樹

藤

田

泰

明

藤

綱

な

つ

め

堀

野

準

一

丸

山

留

美

三

村

香

加

版

俊

仁

渡

辺

真

紀

深

津

佑

季

子

宮

内

孝

枝

鈴

木

志

穂

望

月

亮

早

川

め

ぐ

み

望

月

聡

子

森

田

ユ
キ
オ

モ
リ
タ
フ
ェ
ル
ナ
ン
ダ
ヒ
サ
エ

(
清
水
新
居
)

秋

山

幸
一

郎

石

原

大

丞

梅

原

加

恵

窪

田

治

美

佐

藤

伸

江

品

目

豊

末

木

麻

美

高

野

美

由

紀

土

地

道

彦

中

沢

亜

里

沙

西

村

優

弥

原

田

幸

枝

深

沢

典

子

保

坂

か

ず

み

保

坂

卓

弥

森

嶋

三

奈

山

本

直

子 宏

議遠雨村 向帆 深田 鵬志太荷志望横三三星徳高 斉奥海石阿秋両秋伊大勝後荊林名長中恒塩津会黒木育面笹渡依

漉 藤宮松山刈津島 野 村 旧 東 村 月 津 神 神 乃 古 橋藤脇野原部山 山 藤塚村藤津 取津島松岡田田津村方宋本遺田
阿 中

思羽|節加健健 恭 直な高島記貴手[1正ひ紀カ雄 早健 日敏越智貴 美 浩博一奈佑 隆弘理有里俊光 幸 坦貴久瑞
つ)とリ )恵 緒 裕

宏子代一司子順樹 き 志 代明久裕み博ナ ー 苗詞誠治実男 子文紀紀之幸美子愛臣 美 恵美江介裕司 子美木

高菅 里金内上今石石元横 山村堀中 磯秋函望望後深野塚田 :空坂小菊 i可 宇 菜 花 山 八 森 村 丸 深 花 野 中 土 丹田新 2奥

吉 丸松 田村原 原 山崎井口 瀬 部 山 月月 藤津村原中木本林地田土地形本尋 松山浮形浮 i畢橋沢中海宮野新 ー

美 玲洋智文い 和西和 俊 俊 美幸美 喰綾慶美 人 享 啓 啓 瑞 奈 邦 邦 雅 智 里 美孔昭葉す美 和亜正 啓 弘美空利
由 づ 栄一 み 住 :; 

里厚紀子輔美子み 也 也愛文樹 幸子穂 乃介 絵司弘子介穂々夫夫和子 剛和幸子 一 江加豪光根明太人和え恵

z
r
J
 

H
コ

苗
心

森佐和]i度保高(山堀堀手田酒上加 ー 飯雨で小依康向松福仙小加(清 吉 山 松 田
町 之湯 J:: 北 々上

田藤知辺坂倉外口 内崎島井瀬藤瀬野宮河高田井山永田谷松 美 河水 川岡田代
東

久文明真恵久ぎ純奈 千 晴亜貴雅敬涼 三 呼篤洋貴健智伸 里ぎ久
美 美津 沙 ) 美
子哉代理介子 子子渚春稔香美之仁子子 可仁介晃志美朗孝沙 子淳 二 弘力

健安

平成10.1.1しょうわ⑤ 広報



郵便番号が7グタにa-りますヂ威10年2ff2Bか与、

/西 条 409-3866 
、

清水新居 409-3867 

西条新田 409-3865 

押 越 409-3864 

河東中島 409-3863 

紙漉阿原 409-3861 

築地新居 409-3853 

築地新田 409-3854 

飯 喰 409-3852 

河 西 409-3851 

上河東 409-3862 

昭和町役場 409-3880 

昭
和
町
の
新
郵
便
番
号

現行郵便番号枠ヘ新郵便番号を記載する場合

回国圃園町
凹

6 6 

7けた番号の5・7けた目

は4・5けた目番号枠の下

に記載します。

三-

…・
~~~ 

.‘曹羽目

Cll 

""1・・・・E・・・・・・E

|叩|
… -=---

・・・・・・E・・・・・E

震
地
の
適
正
管
理
を
し

有
効
利
用
す
る
た
め
に

「農
地
」
は
、
食
料
の
安
定
供
給
の
た
め

の
生
産
基
盤
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
か
け

が
え
の
な
い
自
然
環
境
を
守
る
と
い
う
点
か

ら
も
、

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
口

こ
の
た
め
、

農
地
法
で
は
、

農
地
を
農
地

以
外
(
例
:
住
宅
建
築
、
駐
車
場
な
ど
)
に

す
る
場
合
、
市
街
化
区
域
で
は
農
地
転
用
届

出
、
市
街
化
調
整
区
域
で
は
農
地
転
用
許
可

を
受
け
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

市
街
化
区
域
内
の

農
地
転
用

市
街
化
区
域
内
に
お
い
て
、
農
地
転

用
す
る
場
合
は
、
転
用
目
的
を
記
し
た

届
出
書
を
町
農
業
委
員
会
へ
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
提
出
の
あ
っ
た

書
類
は
、
内
容
を
確
認
の
う
え
、
地
元

農
業
委
員
に
調
査
依
頼
い
た
し
ま
す
。

地
元
農
業
委
員
の
意
見
を
聴
取
し
て
、

内
容
に
問
題
が
な
け
れ
ば
受
理
通
知
書

を
交
付
い
た
し
ま
す
。
こ
の
受
理
通
知

書
の
交
付
に
よ

っ
て
初
め
て
工
事
に
着

手
で
き
ま
す
。

市
街
化
調
整
区
域
内
に
お
い
て
、

農

地
転
用
す
る
場
合
は
、
県
知
事
の
認
可

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

許
可
申
請

書
を
町
農
業
委
員
会
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
提
出
さ
れ
た
申
請
書
は
農
業
委

員
会
で
審
議
さ
れ
、
農
業
委
員
会
の
意

見
を
附
し
て
県
知
事
に
進
達

い
た
し
ま

す
。
県
に
お
い
て
も

J

審
議
さ
れ
、
問
題

の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
農
地
転
用
許

可
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
造
成
工
事
に

つ
い
て
は
、
許
可
後
に
着
手
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

-
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
農
業

委
員
会
事
務
局
(
万

1
2
1
1
1
役
場

経
済
課
)
ま
で
。

正
し
い
犬
の
飼
い
方
教
室

平成10.1.1@

山
梨
県
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、

毎
月
第
三
水
曜
日
、
午
後
2
時
か
ら

正
し
い
犬
の
飼
い
方
教
室
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
事
前
に
同
セ
ン
タ

ー
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

0

.
お
問
合
わ
せ
先

山
梨
県
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

(
E
n
l
5
0
3
4
)
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を袋な猫つ※所.場 . 
し ( 境場環衛生

犬
し の L ~集車が収 時日 かつ犬「を完I 犬が 行方が‘ I てに場ム口、よ

入 γ り 2 い

だく れ は い」 和メ館前総会昭町口誌 午前 l 
つな放し iI， 課ななくさててく 月

い ヒ 麻必ず袋など だく る 10 16 
ぎ飼へ

。モ ま 時 制日 ま い と ご つ
でさで 50 

しに 連絡だく たしいは 分 よし ら
っ D 飼王 10 ~ 30 

」ういな 役ずまかのま 時 住日) 
封り丈夫 たも 55 でさ

11 、い分 、 しミ
O 



1月のとよみ
平成10年 1998 

1FJ号、JA川 ARY

日Sunday 月Monday 火 Tuesday |水WednesdayI木 Thursday I金 Friday

1 ~ I 2 ~ 

新 年互礼 会 l温水プル開盟 図書館開館開始 乳児健診

(午前9時~総合 総合会館・温泉 心配ごと相談

会館) ・児童館開始 (社会福祉協議 CEa 思
母子手帳交付 及 会午後 1 時~ 3

ぴ一般健康相 談 時)

乳児健診

11哲 l出 13 ~ 14 ~ 15治 16室
鏡聞き 蔵聞き 日町成人の日 ・小正月

一一一一『ーーーーー『一一一一一一ー一 一 一一一一 一一一一一一一一一ー一一ーーーーーーーーー ーー一 ーーーーー一一ー一一ー ー ーー ーーーーーー - - -- ー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

図 書館・温水プ 心配ごと相談 図書館・温水プ 飼えなくな った

f 
ール休館日 (社会福祉協議会 ー ル 休 館 日 犬・ 猫収集 日

安産教室①

強
午後 1時-311守) 第 51回成人式 読 み聞かせとお
母 子 手帳交付 及

(午 前9時30分 ~ 曹E三i!i庁V""、メ3岳2ζ、
ぴ一般健康相談

総合会館) (午前11時~図書
リハ ピリ 教室

総合会館・温泉 食省)

定休日

m 124語18語 19 ~ 20 ~ 21治 22室
大寒

一一ーーーーーーー ー一一『一一--ーーーーーー ー ー ー - - - -ーーーーーーーーー-ー一一一ー-ー ------T 総 合会館・温泉 図書館・温水プ 安産教室② 心配ごと 相談 エアロピクス教

定休日 ール休館日 (社会福祉協議 室

会午後 1 時~ 3

H寺)

リハビリ 教室

行 政相談

(中央公民館午

後~ 1 F.I寺)

25 ~ 126言 2?治 28露 29 ~ 30 ~ 
文化財防火デー 国旗制定記念日
ーー』ーーー ー ー一一ーー一一一一一一一一一一一 一一 一一ー 一ーー一一一ーー -ー ー ー一一一一一一一 一一一 一 一一一一一一ー-ーーーーーーー ーー ーー 一 ーーー一一一一一一ー一一ー-ーーーーー ー ーーーー ーーーーーーーーー ーーーーーー『

母子-手l帳交付 及 ，心酉己ごとキ目言炎 エ ア ロピクス教 図書館休館日

ア ール休館日 び一般健康相談 (社会福祉協議 室 乳 児整形外科検

(総合会館) 会午後 1 時~ 3 3歳 児健診 三EノPN 

時) 飼 え な くなった

リハ ビリ 教室 犬 ・猫収集日

現代では予想も出来 ない犯罪が多 発し、自分の身の回りに起こる

可能性もあります。

事 件が発生してからでは手遅れです。 お か し いと思った場合や怪

しい人物を見 かけた場合には、深夜、 早 朝を問わず、 110番通報を

しましょう 。

南甲府警察署 ft (43-0110) 
押原駐在所 ft (75-0252) 
西条駐在所 宮 (75-2055)

4室 6語

地

区

一燃
え
る
物

西 西 清 西|押河紙築飯河上よ
条条水条|東漉地 刈| 河東

新新|中阿新 一
区 区 居 田 |越島原居喰西東区

毎週火・金曜日 | 毎週月・木曜日

6日・9日・ 13日・ 16日 I5日・8日・ 12日・ 19日・

20日・23日・27日 .30日 22B.26日・29日

第2水曜日・第4水曜日 |第 1水曜日・第 3水曜日

14・28日 7・21日

28日(第 4水 曜日)

ビンは、お近くの空きビンポストヘ

⑦ 広報 しようわ 平成10.1.1

~元日 |初荷・初夢・書初め

土 Saturday

3強

10委
110番の日

※収集日が祝日の場合は収集業務はいたしま
せんので次回の収集日をご利用ください。

※必ず町指定の収集袋を使用してください。
黒いビニール袋などでは出さないでください。

※収集袋・荷札には必ず氏名、電話番号を記入して
ください。荷札は粗大ゴミに使用してください。

※収集日の当日午前 8時30分までに出してく
ださい。

※燃える物、燃えない物、リサイクル品の分
別はしっかり行ってください。

※引っ越しゴミなどを早 く処理したい場合は、
環境衛生課へご相談ください。

環境衛生課 (75-2111)



事し

実施日

1月?日

(水)

実施日

1月8日

(木)

児 健

言案 当 児

平成8年12月生まれ

平成9年3月生まれ

該 当 }巴

平成9年9月生まれ

平成9年6月生まれ

康 霊今
0，. 査

受 付時間

午後 1時---1時15分

午後 1 時30分~2 時

受付時 間

午後 1 時~1 時 15分

午後 1 時30分~2 時

場所

持ち物

総合会館

母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具・パスタオル

手し 児 整 丹5外 科 検 霊会ロ，.

実施日 1月30日(金)

受付時間午後 1時--1時15分

場 所総 合 会 館

該当児 平成 9年 9月~平成 9年10月生まれのお子さん

持ち物母子手帳・筆記用具

*神経芽細胞腫検査の説明と検査セットの配布… 9月生まれ

*予防接種の説明と予診票 ・パンフレ ット等の配布…10月生まれ

3 

実施日

受付時間

場 所

該当児

持ち物

1) 

対象者

訓練会場

訓練日程

安

日 時

場所

対象者

内容

歳 児 健

1月29日(木)

午後 1時--1時30分

総合会館

康 歪今ロ，. 査

平成 6年10月 ~平成 6年11月生まれのお子さん及

び前回未受診のお子さん

母子手帳・3歳児健康診査票-尿検査セット他

ハ ビ リ 教

町内に住む身体に障害をお持ちの方

(脳血管疾患後遺症・整形外科疾患など)

総合会館機能訓練室

(会場まで車での送迎をいたします)

1月14日(水). 21日(水). 28日(水)

産

1月12日(月)・ 20日(火)

午後 1時30分--4時

総合会館

教

....... 
盆

~ 

盆

出産予定日が平成10年2月~平成10年5月の方

母乳育児、お産に関する講義、妊婦体操や呼吸法

の実技など

保 館 だ ~ 

母子手帳受付及び一般健康相談

日 日寺 1月6日(火)

1月14日(水)
1月2?日(火)

場 所総合会館

午前 9時---11時30分
午前9時---11時30分
午後 1時30分---4時

※母子手帳の交付を希望される方は、印鑑をお持ちください。

※予防接種についてのご相談も受け付けています。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養相談などを行います。

笹重量， 昭和町

健康ナイスフェア
町の愛育会が主催する健康ナイスフェアは、 今年もた

くさんの体験ゾーンを用意して、みなさんをお待ちして

います。

来てみて !見てみて!やってみて!

心とからだをリフレッシュしてみてはいかがでしょう D

とき 1月25日(日)午前10時~午後 3時

ところ 総合会館

おもな催し
-人形劇

宮津賢治 「貝の火」

.リサイクルコーナー

.ふれあいクッキング

-体力づくりコーナー(リズム体操)

-ストレス度チェック ・リラックスの体験コーナー

後日プログラムを愛育班員が配布します。

お問い合せ先各地区の愛育班員か

役場健康福祉課までどうぞ

予防接種

前に受けた予防接種

BCG はしか風しんポリオ

U土ソ
回 ~当

ムι Lt る す

の 接種間隔

I r"，~ I 

'̂ て

目IJに受けた予防接種

3種混合 日本脳炎

の

哩竺出
予防接種

-保健・健康に関するお間合わせは

役場健康福祉課保健指導係

合 75-2111 肉親252・253までどうぞ

広報 しょうわ 平成10.1. 1③ 

。



第
同
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会
聖
火
リ
レ

1
の
随

走
者
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
選
考
の
一
般
応
募
及

び
実
行
委
員
会
推
薦
の
中
か
ら
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

本
町
か
ら
は

5
名
の
栄
光
あ
る
ラ
ン
ナ
ー
が
聖
火
リ
レ
ー

の
サ
ポ
ー
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
選
ば
れ
、
世
界
を
代
表
し
て

こ
の
甲
斐
の
路
に
夢
を
つ
な
い
で
走
り
ま
す
。

山
梨
県
の
走
行
区
間
は
、
山
梨
県
庁
か
ら
竜
王
町
役
場
ま

で
の
全
ロ
区
間
で
す
。
本
町
サ
ポ
ー
ト
ラ
ン
ナ
ー
通
過
区
は

第

8
区
の
ア
ル
プ
ス
通
り
(
貢
川
小
前
)
か
ら
松
月
堂
で
午

前
日
時
伍
分
頃
走
行
し
ま
す
。

長野オリンピック聖火リレー

平成10年1月22日NAGANO 
1998 

河
北
章
太
郎
さ
ん

甲斐路に夢をつなげ…

内
藤
将
高
さ
ん

性ポ:のく
\~参乙 ν

l健康メモ|
女やけどのはなし

助手

玲内田

山梨医科大学

皮膚科

毎
年
冬
が
や
っ
て
く
る
と
火
を
使
う

機
会
も
増
え
、
や
け
ど
(
熱
傷
)
の
患

者
さ
ん
が
増
え
て
き
ま
す
。
今
回
は
こ

の
や
け
ど
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

通
常
や
け
ど
は
た
だ
赤
く
な
る
だ
け

の
も
の
(
一
度
熱
傷
)
か
ら
水
膨
れ
に

な
る
も
の
(
二
度
熱
傷
)
を
経
て
皮
膚

が
完
全
に
死
ん
で
し
ま
う
、
あ
る
い
は

黒
こ
げ
に
な
っ
て
し
ま
う
も
の
(
三
度

熱
傷
)
ま
で
深
さ
に
よ
り
分
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
深
さ
と
や
け
ど
の
範
囲

に
よ
り
重
症
か
ど
う
か
が
決
ま
る
わ
け

で
す
。
深
さ
は
「
温
度
×
時
間
」
で
決

ま
り
ま
す
。
例
え
ば
温
度
が
高
く
て
も

時
間
が
短
け
れ
ば
や
け
ど
に
な
ら
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。
焚
き
火
の
上
を
早

足
で
駆
け
抜
け
る
行
事
を
テ
レ
ビ
で
ご

覧
に
な
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
が
の
ん
び
り
歩
い
て
い
た
ら
ア

ッ
チ
ッ
チ
と
な
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。

逆
に
低
温
で
も
長
時
間
で
は
予
想
外
に

深
い
や
け
ど
を
負
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

カ
イ
ロ
や
湯
た
ん
ぽ
を
い
れ
た
ま
ま
眠

っ
て
し
ま
い
三
度
熱
傷
に
な
る
患
者
さ

ん
は
毎
年
何
人
か
い
ま
す
。

一
方
、
範
囲
で
す
が
、
か
ら
だ
全
体

の
表
面
積
に
対
す
る
割
合
で
計
算
し
ま

す
。
大
体
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
で

一
%
ほ

ど
で
す
が
大
人
だ
と
片
腕
で
約

一
O
%、

片
足
で
約
二

O
%
で
す
。
赤
く
な
る
だ

け
の
一
度
熱
傷
で
は
、
か
な
り
面
積
が

広
く
て
も
通
院
だ
け
で
治
っ
て
し
ま
い

ま
す
が
、

二
度
以
上
の
熱
傷
が

一
O
%

あ
る
よ
う
な
お
お
や
け
ど
の
場
合
入
院

し
て
注
射
な
ど
で
水
分
の
補
給
を
行
っ

た
り
皮
膚
移
植
手
術
を
し
な
い
と
死
ん

で
し
ま
う
こ
と
も
ま
れ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
医
療
費
も
月
に
一
、

0
0
0
万
円

近
く
か
か
る
こ
と
も
あ
り
大
変
で
す
。

原
因
は
大
人
だ
と
焚
き
火
が
服
に
燃
え

移
っ
た
り
、
風
呂
を
沸
か
し
た
ま
ま
中

で
居
眠
り
を
し
た
り
、
焼
身
自
殺
な
ど

様
々
で
す
。
小
さ
な
こ
ど
も
で
す
と
ポ

ッ
ト
の
湯
を
倒
し
た
り
、
炊
飯
器
の
蒸

気
に
手
を
あ
て
た
り
し
て
や
け
ど
を
し

て
し
ま
う
こ
と
も
多
い
の
で
十
分
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

万

一
や
け
ど
を
し
て
し
ま
っ
た
ら
ま

ず
す
ぐ
に
流
水
で
冷
や
し
て
く
だ
さ
い
。

三

O
分
く
ら
い
冷
や
す
こ
と
は
医
者
に

か
か
る
こ
と
よ
り
も
重
要
で
す
の
で
ぜ

ひ
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

企

画

財

団

法

人

里
仁
会
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町
立
図
書
館
か
ら

今
月
の

お
す
す
め

図
書

川
【
一
般
図
書
】

一
お
医
者
さ
ん
に
は
謎
が
あ
る

永

井

明

い

そ

っ

ぷ

社

ベ

ー
妻
を
ガ
ン
か
ら
取
り
戻
し
た
記
録

大
西
央
士
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

相
空
飛
ぶ
つ
け
毛

川

小

林

力

ツ

代

ベ

ネ

ツ

セ

川

川
島
旅
の
楽
し
み
方

河

田

真

智

予

山

海

堂

一

川
絵
本
は
と
も
だ
ち

中

村

柾

予

福

音

館

書

后

川
{
児
童
図
書
】

小
そ
れ
ゆ
け
ネ
ツ
ビ
ー
!

花

木

聡

く

も

ん

出

版

仙

川
十
三
階
の
海
賊
た
ち

フ

ラ

イ

シ

ュ

マ

ン

倍

成

社

"

川
あ
し
た
月
夜
の
庭
で

中

津

畠

予

国

土

社

-

酬
ア
ル
マ
ジ
ロ
の
し
っ
ぽ

岩

瀬

成

予

あ

か

ね

書

房

州
く
ま
さ
ん
じ
ゃ
な
く
て
き
つ
ね
さ
ん

仲

戸

田

和

代

す

ず

き

出

版

・
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日11月

町
民
ー一一一一一」‘

人

昨
年
日
月
9
目
、
町
体
育
協
会
・
町

み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
協
議
会
共
催

に
よ
る
「
W
昭
和
町
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
秋
晴
れ
の
中
、
釜
無
工

業
団
地
公
園
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
は
じ
め

各
種
競
技
に
約
1
、0
0
0
人
が
参
加

し
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

一一一一一一..... 

ス
ポ
ー
ツ
を
め
ざ
し
て

マ
ラ
ソ
ン
大
会
結
果
(
敬
称
略
)

-
3
M
オ
ー
プ
ン

(
3
・8
畑
)
男
子

1

位

雨

宮

幸
司
比
八
刀
必
秒

(
到
着
順
位
1
位
)

2

位

長

田

知

也

日

分

日

秒

(
到
着
順
位
2
位
)

3

位

桜

田

大

地

日

分

ω秒

(
到
着
順
位
3
位
)

@

3
畑
オ
ー
プ
ン

(
3
・8
M
)
女
子

1

位

丸

尾

広

恵

口

分

別

秒

(
到
着
順
位
1
位
)

2

位

小

林

恵

子

日

分

間

ω
秒

(
到
着
順
位
2
位
)

3

位

飯

室

利

沙

問

分

鈎

秒

(
到
着
順
位
3
位
)

.
3
M
親
子
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部

1

位
小
松
昇
・
涼
平
口
分
侃
秒

(
到
着
順
位
1
位
)

井
口
芳
明
・
朔
太
口
分
ロ
秒

(
到
着
順
位
2
位
)

松
田
敏
彦
・
直
樹
口
分
お
秒

(
到
着
順
位
3
位
)

2 

位

3 

位

-
3
附
親
子
フ
ァ
ミ
リ
ー

(
3
・8
陥
)

1

位
丸
尾
稔
・
嘉
輝
げ
分
担
秒

(
到
着
順
位
4
位
)

2

位
田
中
寿
七
・
期

η
分
貯
秒

(
到
着
順
位
5
位
)

3

位
湯
村
幹
雄
・
幸
太
時
分
肝
秒

(
到
着
順
位
6
位
)

@
5
附
オ
ー
プ
ン
男
子

位

三

井

純

也

7
ケ
3
・少

噌

E
A
ノ
守
ノ
内
/
】

1
A
1

2

位

石

水

潔

3

位

飯

塚

信

也

a
v
5
附
オ
ー
プ
ン
女
子

1

位

小

山

幸

美

2

位

佐

藤

エ

ツ

3

位

重

光

み

さ

え

・
印
刷
オ
ー
プ
ン
男
子

1

位

弦

間

芳

典

位

鈴

木

辰

己

位

内

藤

恵

一

7
¥ワ
7
・少

72f
s
生
イ
古
q.

9
示
。
少

ノ吋，
/
q
t
U
イ
宮

1

2
¥ワ
O
少

n
L
F
3
A斗
A
1
4

6
ナ
9
ホ
y

ワ
】
ノ
ヌ
A
官

14.

m
山
分
比
秒

2 

8
守、ワ
6
h
y

Q
d
ノヌ
A
t
1
8
1

ω分
担
秒

3
ナ
2
少

A
凡

t
r
ヌ
R
U
T
-

3 
(注意)

たのの今
め誘レ回
上導 lの
記ミス 3
のスに km
結に於オ
果よい!
とりてプ
な走はン
り行主親
ま距催子
し離者フ
たカf傾IJ ア
。延監ミ
び察り
た員|

ス
ト
ラ
ッ
ク

ア
ウ
ト
大
会

山磯間
田部下

平成10.1.1⑬

ウ
ォ
l
ク
ラ
リ
l
結
果
(
敬
称
略
)

2 3 

位位位

洋美優
子穂司

しょうわ

一
輪
車
タ
イ
ム
レ
l
ス
結
果
(
敬
称
略
)

1 2 3 

位位位

広報

相
原
由
紀
恵

薬

袋

雅

英

国

中

期

F
h
d
h
y
p
o
 

'
I
Z
1
0
λ
U
 

F
O
h
y
『

i

1
A
主
化
q
t
U

F
O
Kグ
Q
U

唱

i
イ
昔

1
舟

h
v

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
大
会

-
ク
ラ
ブ
対
抗
の
部

優

勝

キ

ト

l
野
球
部

.
個
人
の
部

優

勝

川

崎

日
凶
オ
ー
プ
ン
男

子
の
ス
タ
ー
ト

雅
大

M
占…

最
後
ま
で
が
ん
ば
り
ま

し
た
。
親
子
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
ゴ
l
ル
シ
l
ン
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-圃・・・・・・・・・・・・・圃・・・・・・・圃・・・・・・・・・・・・・E・・

上河東保育園

昭和保育園

押 原 保 育 園

常永保育園

1 イ立

2 イ立

3 イ立

敢闘賞

子ども綱ヲ|き大会
押 越チーム

西条新田チーム

西条一区チーム

位

位

位

1

2

3

 

みごと優勝11/9 

昭和体協ママさんソフトボールチーム

， 97 TEPCO CUP .第13回 NNS旗争奪ママさんソフ

トボール大会第 2部において、昭和体協ママさんソフト

ボールチームは、持ち前のチームワークの良さと日頃の

練習の成果によってみごと優勝に輝きました。

町民の皆様からのご声援をたくさんいただきありがと

うございました。

第4回甲府地区幼年消防大会

押
原
保
育
園

の
鍛
え
抜
か
れ

た
す
ば
ら
し
い

演
技
は
、
会
場

を
充
分
に
魅
了

し
ま
し
た
。

11/12 

守jh立金勾
昭和町3月訪問第量自民自jiJf

11/15 

押
越
区
詰
所
完
成

押
越
地
区
の
消
防
防
災
の

拠
点
で
あ
る
消
防
団
第

5
部

詰
所
が
完
成
し
、
町
・
議
会

・
消
防
・
区
関
係
者
が
出
席

す
る
中
で
、
関
所
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

11/16 

第
四
回
福
祉
ま
つ
り

当
日
は
、
在
宅
介
護
者
表

彰
を
は
じ
め
、
老
人
ク
ラ
ブ

や
各
種
団
体
等
の
代
表
が
出

場
し
て
カ
ラ
オ
ケ
や
踊
り
な

ど
を
披
露
し
、
楽
し
く
交
流

を
ふ
か
め
ま
し
た
。

第33回昭和町文化祭

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
い
た
だ
き
、
文
化
祭
は

大
成
功
の
う
ち
に
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

抹
茶
・
薄
茶
お
手
前
チ
ャ

レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
日

本
の
伝
統
文
化
を
、
慣
れ
な

い
手
つ
き
な
が
ら
も
習
得
し

よ
う
と

一
生
懸
命
で
し
た
。

平成10.1.1

11/21---24 

しょうわ広報⑪ 
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婦人団体連絡協議会から
各地区で取りまとめたマイバッグの予約総数が

3，500枚を超え、 1月下旬にはお手元に届くよう手

配中です。

マイパック‘のフル活用でポリ袋の減量活動を.ノ

この取り組みは、マイバッグが活用されて、はじ

めて効果が上がるものです。常時携帯して、町内は

もとよりあらゆる買い物の場でご活用ください。
.対象者

※事前に、

ださい。

@お申込み・お問い合わせは、町内児童館まで。

西条児童館 (75-9616)

押原児童館 (75-6462)

常永児童館 (75-0358)

@費用

@定員

@持ち物

婦人会から
i 1円玉募金」にご協力ありがとうございました

婦人会各支部が地区の皆さまにご協力をお願いし

た 1円玉募金が総額146，873円となりました。婦人

会会員に限らず、多数の方からお寄せいただいた善

意は下記団体等に寄付させていただきました。お礼

方々、この場をお借りしてご報告致します。

大町社会福祉協議会 実みつばちの家

女ひばり会 女築地新居区火災お見舞

貴日本赤十字社、 NHK歳末助け合い募金
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坂
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小
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子
一
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九
月
半
ば
早
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も
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刈
り
始
む

昨
日
も
今
日
も
好
天
つ
づ
き

幼
日
に
荒
地
起
せ
し
こ
と
胸
に

生
活
安
ら
ぎ
藷
苗
植
え
る

返
事
な
き
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の
対
話
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あ
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音
の
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ら
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さ
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走
り
根
に
つ
ま
づ
き
そ
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歩
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若
き
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等
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吾
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越
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生
員
面
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ひ
た
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な
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な
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ま
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青
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色
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二
人
の
王
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ま
ら
ず

も
の
持
ち
に
行
き
て
忘
れ
て
又
持
ち
に

行
き
て
う
ろ
た
え
今
日
も
暮
れ
た
り

大
胆
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鳴
い
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と
ま
る
野
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を

父
な
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今
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と
ぞ
思
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濯
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手づくりたこで

あげ大会
町子育てボランティアの会では、恒例のたこあげ大会を行

います。午前中は、山本武夫さんの「たこづくり講習会」、午

後は、たこあげ大会を行います。ふるってご参加ください 0

・日 時 1月10日(土)午前 9時30分~午後 2時30分

@場所午前→総合会館軽運動室

午後→押原中グラウンド

保育園児・幼稚園児・小学生(小学校 2年生まで

は、親子でのご参加をお願いいたします。)

無料

150人(定員になり次第締め切り)

ボンド・筆記用具・はさみ・セロテープ-おてふ

き・タオル・新聞紙 (2、 3枚)

たこの紙に下絵を描く人は児童館に持ちにきてく

しょうわ広報



第 4回フィールドワーク講座 E事二吾妻柔ーヨ
てん こく

〈蒙刻〉に挑戦しませんか
書や絵画、手紙に添えて最後に自分だけの印を押す。今回の講

座は、六郷町の築刻家小林先生の指導で陰彫りによる刻印教室で
す。築書からの築刻で、手づくりの一本を仕上げてみませんか。

・日時平成10年 1月24日(土)
午前 9時中央公民館集合

富士川クラフトパーク
3，000円(材料費・昼食代)

1月 6日(火)から電話で受け付け開始。定員25
名になり次第締切り

fi75 -3737 (教育委員会生涯学習課)

-場1 戸斤
・費用
.申込み

赤ちゃんコーナー
50 30 10 o 1 ‘IN 

役
場
職
員
人
事
異
動

-

主

任

(

)

内

、

旧

所

属

町
民
窓
口
課
主

任

(

税

務

課

)

-

主

事

総
務
課
主
事

町
民
窓
口
課
主
事

@
主
事
補

税
務
課
主
事
補

お申し込みは、役場広報担当(宮75・2111内線212)まで

平
成

m年
度
「
山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
」

学
生
募
集
に
つ
い
て

人
生
初
年
時
代
を
迎
え
、
高
齢
者
の

学
習
意
欲
は
、
ま
す
ま
す
高
ま
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
は、

生
涯
学

習
の
理
念
に
立
っ
て
、
高
齢
者
の
生
き

が
い
づ
く
り
や
活
力
に
満
ち
た
地
域
づ

く
り
の
指
導
者
養
成
を
目
的
と
し
て
お

り
ま
す
。
次
に
よ
り
平
成
凶
年
度
の
学

生
募
集
を
行
い
ま
す
。

マ
募
集
人
員

削
名

(
教
育
事
務
所
単
位
の
各
学
園

ω

名
、
峡
中
教
育
事
務
所
は
2
学
園
)

マ
入
学
資
格

県
内
在
住
で
お
お
む
ね
印
歳
以
上
、

健
康
で
学
習
意
欲
の
あ
る
方
。

マ
修
業
年
限

2
ヵ
年

マ
募
集
期
間

平
成
凶
年
1
月
日
日
(
金
)
か
ら

定
員
に
達
し
次
第
締
切
り

マ
入
学
願
書
の
受
付

各
教
育
事
務
所
又
は
市
町
村
教
育

天
女
同
貝
A
fA

マ
学
費基

本
学
習
費
(
年
間
)
3
、
0
0
0
円

マ
詳
細
は
、
各
教
育
事
務
所
又
は
市
町

村
教
育
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

(河

1
3
7
3
7
)

山梨県高齢者総合相談センター巡回相談~聞きたい・知りたい・話したい~
法律・税金・年金を中心に、高齢者とその家族等の心配ごと・悩みごとの相談

に応じます。

特に、その専門家である弁護士・税理士・社会保険労務士が、直接相談に応じ

るとともに、日常生活に必要な制度・情報などをお話する講座を聞きます。参加

は無料、秘密は守ります。

日時 平成10年 1月20日(火) 午後 1時~午後 4時

会場昭和町総合会館昭和町押越616

財団法人 長寿や まなし振興財団(山梨県高齢者総合相談センター)

社会福祉法人 昭和町社会福祉協議会包75-0640 

配
置
換
え

向

山

初

(
町
民
窓
口
課
)

(

総

務

課

)

神丹

沢沢

由
美
子

幸

子

(
町
民
窓
口
課
)

月

亡思
三E

明

注
意
し
ま
し
ょ
う

①
不
発
弾
等
を
発
見
し
た
時
は
、
直
ち

に
最
寄
り
の
警
察
署
に
連
絡
す
る
。

②
銃
砲
弾
等
の
残
弾
を
廃
棄
す
る
時
は、

銃
砲
弾
等
を
購
入
し
た
販
売
庖
の
指

導
を
受
け
る
。

子

:
示

、

パ
夕、

意
術

品防

ご

逼
圃

善
-つ

-4

:
、本
、

、
か

【
寄
付
}

-
金
弐
拾
万
円

押
越
下
里
康
富
様
よ
り

長
寿
の
お
祝
い
と
し
て

-
金
拾
万
円

上
河
東
磯
部
紀
子
様
よ
り

長
寿
の
お
祝
い
と
し
て

-
金
拾
万
円

西
条
二
区
深
沢
政
雄
様
よ
り

父
、
豊
繁
さ
ん
の
百
歳
長
寿
の
お
祝

い
と
し
て

社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
と
、
右
金
額
を
町
社
会
福
祉
協
議

会
(
泉
幸
弘
会
長
)
に
ご
寄
付
さ
れ
ま

し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

子

留保ミニだより
町 が医療機関などに

支払った10月 分の医療

費は、約4，274万 2千

円です。(前年同月比

7.7%の増)病気の予

防は、早期発見、早期

治療が大切です。

齢…転医は
つつしみ、医療

費を大切に使い

ましょう 。

エアロビクス教室
対象 一般成人男女(定員20人)

場 所 町立温水プール 2階トレーニングルーム

日時 1月 22 日 ~3月 26 日毎週木曜日(10回)午後6:30~8:00

*利用回数券 (3，000円)と上履き(ヒモ等で調整でき、底が

厚目のもの)をご用意ください。

お申込み

1月14日(水)午前10時から、町立温水プール(75-9811) 

で受付け、定員になり次第締め切らせていただきます。

*詳しくは、|町立温水プールへ

iTTF 
「気をつけて」

朝の一言 忘れずに

==11月 分 --

負傷

平成10.1.1しょうわ広報⑬ 
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んさ
な
菜

き
季ゅ由だ田吋

塚

し• 昌
弘• め• じ• 

eH 8. 3.4生 (西 条 区〉
e(父)幸雄さん (母)由紀子さん

V梁IRクヅ宇ニノグ4

ちょっと一言

根菜類を食べよい大きさにそろえ

て切り、アクのあるものはアク抜

きをして、鶏肉といっしょに油で

いためてから、こっくりと煮て下

さい。お正月料理の 1品にいかが

でしょうか。

食生活改善推進員

花形千鶴予さん(紙漉阿原)

鶏
肉
と
野
菜
の
う
ま
煮
と

紅
白
柿
な
ま
す

.材料(鶏肉と野菜のうま煮 4人分〉

鶏もも肉 ーー一 ー 一一 1枚 rだし汁
にんじん 一 一ー一一ー一一ーーーー一一一一 1/2本 |砂糖 ー
ごぼう ...........・・・・・ 1/2本 !しょうゆ

れんこん 勾・・ー・ー ー・ e ・e ・100g 酒

里 芋 一...一一・ー '一・一一・ーー・一 一一 3コ |みりん
こんに ゃく一一 ・・ー・・ー ..1/2枚 油ーー
持昌さ-'p・ e ・ ...........・30g タトlニヨ酉 、酉下、 土筆

(焼きみようばん 小 さじ 2
水一一一 一一一 一 一一ー・一一一一 カップ 3

.作り方

①鶏もも肉は 1口 大 に 切 り少量の酒をノ忘りかける
①にん じん、ごぼう、れんこんは皮をむいて乱切りにし、ごぼうとれ八ノ

こんは 酢水 につ けて アクを抜く 。 呈芋は皮をむき、縦半分に切ってか
ら乱切りにし、みようばん水に20~30分間つける

③〉こ八ノにゃくはちぎって 、さっとゆでる
④絹さやは筋を取り、塩少々入れた熱湯でゆでて水にとり 、ざるによげ

る
⑤なべに油大さじ 2を熱し、こんにゃく、水洗いした里芋、 ご ぼ う 、に

んじん、れ八ノこん、鶏肉の順にいため、分量のだしを張ってー煮立 ち

させ 、 アクをすくい、砂糖を加えて 3~4 分間煮る 。 し ょうゆ、酒を
加えて中火で煮込み、汁が少なくな ったら 、 みり んを 加え て強 火にし、
照りを出して絹さやをふり込む

ブコップ 1/2
大さじ 5

ラシ 4 
チ 2

2 
大さじ 2

- 材料〈紅白柿なます 4人分〉

大根ーーー ーー 5cm長さ500g .. I米酢
lこ八ノじ戸v. ー...-:-50 g 与(石少草唐

弓二レヰ市 ー・・・・・ ー ョー 2コ山 IJ塩
黄ゆず.................. 少 々 塩

・ 作り方

①大根とにんじんは細い縦のせん切りにし 、ポ ルに入れて水が出るく
らいに塩もみする

水洗 いし、いくらかの塩けを残して堅く絞る
②甘酢の調味 料 を 合 わ せ て火にかけ 、一煮立 ち さ せ 、 冷 ま す
①干し柿のヘタと種を取り 、小口切 りにする

④ 大 根とにんじんに干し柿を混ぜて甘酢であえ、ゆずの皮をごく細いせ

ん切りにしてふり込む

力ップ 1/ 2
大さL:5

小さじ 1/ 4

@

と
ひ
と
り

g

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
お
お
き
な
夢
と
、
希
望
を

胸
に
新
た
な
る
年
の
は
じ
ま
り
で
す
。

さ
て
、
今
年
は
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

長
野
大
会
開
催
の
年
、
そ
し
て
サ
ッ
カ

ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
フ
ラ
ン
ス
大
会

に
日
本
代
表
が
、
初
め
て
出
場
す
る
と

い
っ
た
国
際
的
ス
ポ
ー
ツ
が
大
い
に
楽

し
め
る
年
で
あ
り
ま
す
。

冬
を
代
表
す
る
見
ご
た
え
の
あ
る
ス

ポ
ー
ツ
と
い
え
ば
、
全
国
高
校
サ
ッ
カ

ー
・
高
校
ラ
グ
ビ
ー
-
大
学
ラ
グ
ビ
ー

・
箱
根
大
学
駅
伝
大
会
な
ど
が
一
般
に

テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
出

場
す
る
県
内
の
学
校
や
出
身
者
が
活
躍

し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
つ
い
つ
い
応

援
に
も
力
が
入
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

と
こ
ろ
で
応
揮
と
い
え
ば
、
つ
い
先

日
テ
レ
ビ
を
見
て
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〔町の人口〕

男 7，542人(+11) 

女 7，017人(+3) 

計 14，559人(+14) 

世帯数 5，364戸(+3) 

12月1日現在。( )内は前月比
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‘'f&J' あゆざわ りょう S O 鮎津峻さん 品

eH 8. 9. 27生 (紙漉阿原)
・ (父)正さん (母)恵美さん

じっとしているのは嫌い!いたずらは大好き! 認 転んでも 1人で立ち上がるたくましい女の予で

いてばかりいるワンパク筋主。けがだ 濯 す。明るく

けはしない横にね。 れ いと願います。

町の鳥=ひばり

町の花=れんげ

町の木=乙女椿

平成10.1.1⑪しょうわ広報
ご意 見 ・ ご 希 望 をお寄せください。広報担当


